
 

 

 

 

 

５月 1日発行 

デイステーション涼風では、利用者様の「リハビリテーション」を 

目指すために、各自に合わせた訓練や活動を提供しています 

 

＜小金井市短期集中 C型サービスモデル事業＞ 施設長 作業療法士 石井晴美 

 「短期集中 C 型サービス」とは「日常生活支援総合事業」のなかの一つのサービスです。短期間

（おおよそ 3 か月間）集中的に介護予防のためのサービスを実施して、要介護になる手前で早急に

介護予防のための訓練やその方法を身に着けるサービスを提供し、要介護になるのを防ぐものです。 

「日常生活支援総合事業」とは平成 25 年くらいから国が呼びかけている「地域包括ケアシステム」

の具体的な事業として平成 27 年度（2015 年度）から全国で開始された介護予防サービスです。小

金井市では平成 28 年度 10 月から A 型（緩和基準で提供できる）事業が開始され 5 年以上が過ぎま

したが、それまでの介護事業とあまり変わらず、単価が安くなっただけでした。全国的にも同じよう

な状況だったのでしょう、C 型事業を推進することで「日常生活支援総合事業」を再構築しようと

いう動きが出てきました。 

2020 年度 1 年間、介護福祉課と自主的に話し合い、2021 年 8 月からモデル事業を受託し、訪問

リハビリ、通所サービス、運動、認知、口腔や栄養に関する講座なども含めた事業を 3 か月間、8 名

の高齢市民に提供できました。8 名全員が心身ともにそれまでより元気になられました。 

 コロナ禍の閉じこもり生活で足腰が弱り、精神面の低下もあり、要介護になった高齢者が多いと

聞きます。（コロナ禍でも涼風の関係利用者はほとんど閉じこもることなく皆さん変わらずお元気で

した）本来、＜介護予防事業とはただ訓練をするだけではなく、介護予防のための知識や方法を得

て自ら実行できるようにすること＞だと思っています。モデル事業ではそうした考えのもとサービ

ス内容を練り提供しました。その成果をもとに、今年度は地域包括支援センター圏域ごとに事業所 4

か所が C 型事業を提供することになっています。 

 ＜介護予防とは頭と体をしっかり 

動かし、楽しく生活すること＞が涼風の 

方針ですから、もちろん要介護の方々 

も当てはまります。 

涼風に来た時だけでなく、お家でも 

家事や趣味活動を通し、頭と体を十分 

に動かし、楽しく元気に過ごしましょう。 

そして、一日一つでも、身近な暮らしの 

中に「小さな感動」を見つけましょう！  

お配りした右の手順書枕元に置いて！ 

デイステーション涼風 
〒184-0012 小金井市中町 1－7－34 

合同会社セルフクリエイト 

 Tel : 042-316-4543 

HP  ：http://sc-suzukaze.com/ 

Mail：sc-suzukaze@hb.tp1.jp 

「小金井市版「お家で簡単リハビリ体操 表  裏」 


